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大 会 使 用 球

第１２回１５Ｕ全国ＫＢ野球選手権大会
第１回１５Ｕ全国女子ＫＢ野球選手権大会

財団法人日本野球連盟　ＫＢ野球連盟

１５Ｕ全国ＫＢ野球選手権大会実行委員会

伊豆市・伊豆市教育委員会

文部科学省／静岡県・静岡県教育委員会／ ／読売新聞社／
全国新聞社事業協議会／共同通信社／静岡新聞社・静岡放送／
公益財団法人全日本軟式野球連盟／日本女子野球協会／日本野球連盟東海地区連盟／
伊豆の国市・三島市・函南町及び各市町の教育委員会

ＫＢ野球連盟「応援団の会」／静岡県野球連盟／ＮＰＯ法人伊豆市体育協会／
日本大学国際関係学部／静岡厚生連リハビリテーション中伊豆温泉病院／
伊豆箱根鉄道

シダックス株式会社

ナガセケンコー株式会社／コカ・コーラボトラーズ／
オリックス自動車株式会社／近畿日本ツーリスト株式会社

志太スタジアム　静岡県伊豆市下白岩１４３４

選手１８名以内、監督１名・コーチ２名以内
スコアラー１名 (中学生に限る※)
※女子大会はこの限りではない

２０１２年公認野球規則及び大会特別規定による

連盟公認球 (ケンコーワールドＬＢ－Ａ)

大会要項

【第12回15Ｕ全国ＫＢ野球選手権大会 in伊豆】
監督会議 8月 5日 ( 日 )
開  会  式 8 月 6日 ( 月）8 : 00
開始時間 8月 6日 ( 月）～8月8日 ( 水 )
　 4 試合 ① 9 : 00 ②11 : 00 ③13 : 00 ④15 : 00
 8 月 9日 ( 木）
　 3試合 ① 9 : 00 ②11 : 00 ③13 : 00
閉  会  式 8 月 9日 ( 木）決勝戦終了後
予  備  日 8 月 10日 ( 金 )
チーム数  16チーム
出場資格 日本国内に於いての15歳以下 ( 中学生 ) の
 野球チーム
試合方式 ト－ナメント方式（試合時間100 分・７回戦）
　※決勝は時間制限無し
   ※得点差によるコールドゲームは５回７点差とする。
　（決勝戦は除く。大会特別規定17参照）

【第1回15Ｕ全国女子ＫＢ野球選手権大会 in伊豆】
監督会議 8月 19日 ( 日 )
開  会  式 8 月 20日 ( 月）8 : 00
開始時間 8月 20日 ( 月）～8月22日 ( 水 )
　 4 試合 ① 9 : 00 ②11 : 00 ③13 : 00 ④15 : 00
 8 月 23日 ( 木）
　 3試合 ① 9 : 00 ②11 : 00 ③13 : 00 
閉  会  式 8 月 23日 ( 木）決勝戦終了後
予  備  日 8 月 24日 ( 金 )
チーム数 10チーム
出場資格 日本国内に於いての１５歳以下 (中学生 ) の
 女子野球チーム
試合方式 一次リーグ+決勝トーナメント方式
 （試合時間100 分・７回戦）
　※トーナメントにおける決勝は時間制限無し
　※得点差によるコールドゲームは５回７点差とする。
　（決勝戦は除く。大会特別規定17参照）

in 伊豆
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①　優勝チームには、文部科学大臣杯を授与する。また、優勝旗、優勝盾、賞状、優勝記念メダルを授与する。
 ※ 文部科学大臣杯（文部科学省）持ち回り /翌年に代杯授与
 ※ 優勝旗（ＫＢ野球連盟）持ち回り /翌年にレプリカ授与
 ※ 優勝盾（日本野球連盟）
 ※ 賞状（文部科学省、 、読売新聞社、静岡新聞社･静岡放送、日本野球連盟、ＫＢ野球連盟）
 ※ メダル（優勝記念の金メダル　選手、監督、コーチの出場２１名以内）
②　準優勝チームには、準優勝杯、準優勝盾、賞状、準優勝記念メダルを授与する。
 ※ 準優勝杯（ＫＢ野球連盟）
 ※ 準優勝盾（日本野球連盟）
 ※ 賞状（  、読売新聞社、静岡新聞社･静岡放送、日本野球連盟、ＫＢ野球連盟）
 ※ メダル（準優勝記念の銀メダル　選手、監督、コーチの出場２１名以内）
③　３位チーム（２チーム）には、ＫＢ野球連盟から賞状・盾を授与する。
④　山本英一郎賞（最高殊勲選手賞）は、大会で最も活躍した選手１名に授与する。
⑤　参加選手、監督、コーチの全員に参加賞を授与する。

表　彰

第6回 (2006年 ) 中村　勝 ( 投　手・藤倉オールスターズ - 春日部共栄高 - 北海道日本ハムファイターズ )
第 7回 (2007年 ) 田口公貴 ( 内野手・埼玉オールスターズ - 帝京高 ( 甲 ) - 日本体育大 )
第 8回 (2008年 ) 竹﨑裕麻 ( 投　手・埼玉スーパースターズ - 春日部共栄高 - 青山学院大 )
第 9回 (2009年 ) 木村光彦 ( 投　手・オール八千代 - 習志野高 (甲 ))
第10 回 (2010年 ) 吉澤岳志 ( 投　手・茨城県東地区選抜 - 常総学院高 )

山本英一郎賞 (MVP ) 歴代受賞者

山本英一郎…全日本アマチュア野球連盟会長、日本野球連盟会長など

アマ球界の要職を歴任。

野球の五輪正式採用など国際化に尽力し、1997年、野球殿堂入り。

また、K ボールを志太勤 KB 野球連盟会長とともに開発し、その普及

や発展に多大な貢献をしました。2006年 5月没。享年87歳。

山本英一郎賞は、氏の功績を讃え、第 6 回 (2006 年 ) 大会より最高

殊勲選手に贈呈される賞として制定されました。

【山本英一郎賞とは】

写真提供：共同通信社

故 山本英一郎氏

【文部科学大臣杯】 【優勝旗】

第 11 回 (2011 年 ) 大会は東日本大震災により開催自粛


